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10月号P3「あいなん未来議会2025」の記事に

おいて、中尾紫乃さんの氏名に誤りがありまし

た。また、P32「私と課外活動」の文中のスクー

ルガイドリーダーはスクールガードリーダー

の誤りでした。同じくP32「編集後記」において

記述した交通安全協会は愛南地区防犯協会

の誤りでした。訂正してお詫び申し上げます。

訂正

　　毎年町内で一斉に行われる秋祭り。神
輿や四ツ太鼓、唐獅子、牛鬼等が町を賑
やかに練り歩く風景に、愛南の秋を感じる
方も多いのではないでしょうか。
　この秋祭りの中にも、町指定文化財と
なっているものがあります。城辺中組の唐
獅子、家串の荒獅子、僧都の伊勢踊り、緑
の俵ねりなど。いずれも地域の貴重な伝
統芸能です。これからも大切な文化として
受け継いでいきたいですね。

11月3日 文化の日は秋祭り
愛南町
ホーム
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